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研究連携会議の議論

総務省：脳情報通信／音声認識、多言語音声翻訳／社会知解析／革新的ネット
ワーク
文科省：基礎研究／革新的な科学技術成果の創出／次世代の萌芽的な基盤技術
の創出／大型計算機資源、人材育成
経産省：応用研究、実用化・社会への適用／標準的評価手法等の共通基盤技術
の整備／標準化／大規模目的研究

○こうした観点を踏まえ、研究連携会議を通じて、以下を準備（次回６月に議論）
・３省連携での研究重点方針とそれを受けた３機関の研究計画（実施内容・役割分
担（案））の作成（外部との連携を含む）
・国内外の研究動向の把握・分析

○ 各省で重点的に取り組んでいる研究領域（例）
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産業連携会議の議論
産業連携会議が発足次第、同会議に対して、産業連携上の課題（例えば、ロードマッ
プ策定、人材育成等）を整理し、その課題解決のための具体的推進方策（タスク
フォースの設置等）を検討（次回６月に進捗状況を踏まえて議論）
その際に、CSTIや、産業構造審議会、情報通信審議会等における議論、IoT推進コ
ンソーシアムの議論等も踏まえ、課題を整理

○ 産業連携会議の具体的活動イメージ（案）
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産業連携会議

＜検討体制イメージ＞ ＜実行・協力メンバーイメージ＞＜タスク例＞
人工知能研究者（大学）
人工知能研究者（公的機関）
産業界ＡＩ責任者
産業界ＡＩ活用者 等

人材育成関係者 （大学：研究者）
独法等のＩＴ人材 育成部署
高専等高等教育関係者
民間 学習 サービス提供者 等

現在、 2020 、30 年まで のAI
技術の潮流と出口の可視化

AI時代の即戦力育成
（ データサイエンティストエンジニア等）

議長、ＡＩユーザ代表、ＡＩベンダ代表、ＶＣ代表等

AI 研究のためのデータ共有
枠組み（政府保有データの
データセット化、収集・提供等）

AI汎用オープンツールの整備

事務局 （ＮＥＤＯ，ＮＩＣＴ，ＪＳＴ等事務貢献立候補機関による合同事務局）

知財関係者（大学：研究者）
地図情報関係者（大学：研究者）
オープンデータ関係者（大学：研究者）
地図 情報 ユーザ
研究オープンデータユーザ 等
アーキテクチャ研究者（公的機関）
ＡＩ・ビッグデータインフラ関係者

（大学：研究者）
独法 等

ロードマップＴＦ

人材育成ＴＦ

データＴＦ

オープンツールＴＦ

大学、国研、企業等の
ＡＩ有識者・関係者 等
から 構成

大学、国研（ NICT 、理研、
AIST ）、 JST 、NEDO 、
産業 団体等で分担実施


